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奨 学 金 貸 与 規 定 

 

（目的） 

第１条 この規定は、医療法人曙会（以下「曙会」という）が、薬剤師、看護師、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、放射線技師、介護福祉士の専門職

員を養成するため、各種学校（以下「学校」という）に在学する学生に対

して修学に必要な資金（以下「奨学金」という）を貸与することによって

その学生の修学を容易にし、かつ曙会の専門職員の充実に資することを目

的とする。 

 

（貸与の対象） 

第２条 奨学金は所定の学校に在学する学生で卒業後専門職として曙会の業務に

従事する者に対して貸与する。 

 

（貸与額及び貸与期間） 

第３条 奨学金の貸与金額は、入学金、授業料及びその他とし貸与期間は学校卒業

月までとする。なお、貸与金額の限度額については、専門学校（３年、４ 

年卒含む）２５０万円、大学４年卒３５０万円、大学６年卒（薬剤師のみ） 

５００万円とする。 

 

（貸与方法及び利子） 

第４条 奨学金は第１条による者との契約により無利子で貸与する。 

 

（貸与の申請） 

第５条 奨学金の貸与を受けようとする者は、曙会に貸与申請書を提出して承認を

受けなければならない。 

 

（保証人） 

第６条 奨学金の貸与を希望する者は保証人をたてなければならない。 

保証人は奨学金の貸与を受ける者と連帯してその債務を負担するものと

する。 

 

（貸与の決定） 

第７条 曙会は奨学金の貸与申請があったときは、その貸与の可否をすみやかに決

定し、当該申請者に通知しなければならない。 



（貸与の取消及び停止） 

第８条 曙会は奨学金の貸与をうけている者が次の各号の１に該当するに至った

ときは、奨学金の貸与を取消すものとする。 

１．死亡したとき 

２．退学したとき 

３．学業成績が著しく不良で回復の見込がないとき 

４．その他奨学金貸与の目的を達成する見込がなくなったとき 

また次の各号の１に該当するときは、その期間奨学金の貸与を停止する。 

１．休学したときはその期間 

２．停学の処分をうけたときはその期間 

 

（債務返済の免除） 

第９条 奨学金の貸与を受けた者が次の各号の１に該当するに至ったときは債務

の返済を免除する。 

１．学校を卒業し、免許取得後、曙会の専門職として従事したとき１年毎 

に４年間で均等免除とする。 

尚、薬剤師については６年間で均等免除とする。 

２．曙会の業務従事期間中に業務上の事由による死亡または、傷害により

業務に従事することができなくなったとき。 

 

（返還） 

    第１０条 奨学金の貸与を受けた者が次の各号の１に該当するときは、その理由が 

生じた月の翌月末日までに貸与を受けた金額または債務の残額を一括し

て曙会へ返還しなければならない。 

１．第８条の規定により奨学金の貸与の取消しを受けたとき。 

２．学校を卒業後、一年以内に専門職の免許、資格を取得できなかった

とき。 

３．専門職の免許取得後、曙会において業務に従事しなかったとき、ま

たは、薬剤師については従事後６年以内及び、その他の職種は従事

後４年以内で退職したとき。 

４．業務に従事し中途で死亡したとき。 

但し中途死亡時に限り、その就業期間に応じ返還金額を按分免除す

る。 

 

（債務返済の履行猶予） 

    第１１条 奨学金の貸与を受けた者が災害、疾病その他やむを得ない事由により第



１０条による一括返済が困難であると曙会が認めたときは、その理由が

発生した日より１年を限度として債務返済の期限を猶予することがある。 

 

（債務返済の裁量） 

    第１２条 曙会は奨学金の貸与を受けた者が次の各号の１に該当するに至ったとき 

は、貸与した奨学金の全部若しくは一部の返済を免除することができる。 

１．曙会において、管理者の定める相当期間を業務に従事したとき。 

２．死亡その他やむを得ない理由により貸与を受けた奨学金の返済が著

しく困難であると認められるとき。 

 

（延滞利子） 

    第１３条 奨学金を受けた者が正当な理由なくその返還すべき日までにこれを返還

しなかったときは、その遅延した期間当該返還すべき額１００円につき

１日４銭の割合で計算した延滞利子を支払わねばならない。 

 

（委任） 

    第１４条 この規定の施行に関し、必要な事項は管理者が定める。 

 

（その他） 

    第１５条 この規定に定めのない事項については民法の規定に従い処理するものと 

する。 

 

          （付則） 

             この規定は平成  ３年  ３月  １日より施行する。 

                       平成１０年１０月１３日一部改訂 

                       平成１８年  ５月  １日一部改訂 

平成２６年１２月  １日一部改訂 

平成２７年１０月  １日一部改訂 

平成２８年 ８月  １日一部改訂 

 

医療法人 曙会 

理事長  山本  好信 


